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　本企画では、アメリカ及びイギリスの大学院への留学経験を持つ会員をパネリストに迎え、大学院留学に関するシンポジウムを行った。シンポジウムの目的は、(1)大学院留学についての情報提供、(2)留学のプラス面とマイナス面を確認することによって、日本で学位取得を目指すことの長所と短所を明らかにすることであった。特に、日本でも可能なこと、むしろ、日本国内で研究するほうが有利な面を確認することを本企画の主眼とした。
　まず、各パネリストの留学経験に関する基本的な情報を共有するために、ハンドアウトを配布した。ハンドアウトに掲載した情報は、いつごろからどのような留学計画を立てたか、なぜ修士課程／博士課程を選択したか、留学の時期と期間、資金計画、コース・ワーク、研究テーマの選択、留学のプラス面とマイナス面についてである。
　次に、パネリストに質問したいことを会場から受けつけたところ、(1)特定の研究テーマ、大学院、指導教官を選択した理由、(2)奨学金とTA、(3)博士課程から入学可能な大学院、(4)留学した理由、(5)日本に戻ってきた理由について質問が出され、主に、(1)と(2)についてパネリストに詳しく話していただいた。(1)に関しては、専攻する分野により、留学先や指導教官が絞られる。留学先の授業を履修したり、研究助手を務めたりすることを通じて、研究テーマを絞っていくこともあることがわかった。一方、（2）に関しては、日本国内と留学先の大学院で申請可能な奨学金、TAの種類、さらに、パネリストの実体験に基づいた奨学金申請上のコツについても説明があった。
　本企画には、FLTA会員以外からも多くの参加者があり、大学院留学に対する関心の高さがうかがえた。4名のパネリストの貴重な留学経験を共有することによって、本企画の2つの目的は十分に達成されたといえる。
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